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⽬的に、2020 年 8 ⽉ 26 ⽇〜31 ⽇の 6 ⽇間、岩⼿県宮古市・釜⽯市・⼤船渡市・陸前⾼⽥市、宮城
県気仙沼市・南三陸町・⽯巻市・⼥川町・仙台市・名取市、福島県南相⾺市・双葉町・浪江町・い
わき市での実地調査を実施した。震災伝承ネットワーク協議会によって震災伝承施設（第 3 分類・
第 2 分類）に登録された施設を中⼼に、被災各所を訪問した。ビデオカメラ（SONY HDR-CX680）
や超広⾓ウェアラブルカメラ（Insta360 ONE R）を使⽤して映像を、ミラーレスカメラ（Nikon 1 
J5）・スマートフォン（iPhone 8）・超広⾓ウェアラブルカメラ（Insta360 ONE R）を使⽤して画


























同期型）」「⾃習課題 2（オンデマンド）」「ワークショップ 2（対⾯）」の 5段階を 2020 年 11⽉
中旬に 10⽇間の期間を⽤いて実施した。 
オンデマンドでの教材配信には、Google Classroom のサービスを使⽤した。プログラムには東京











に す る こ と を ⽬ 的 と し て 、約 7 分 の
『Video1』をGoogle Classroom経由で配
信した。 
■ ⾃習課題 1 
約 3 分の『Video2』と『ワークシー











なお、参考として、Google Classroom での教材配信のイメージを図 2 に⽰した。これは、「⾃習課
題 1」の配信画⾯である。 
■ ワークショップ 1 
約 1 時間のワークショップを Google Meet を使⽤してオンライン同期型で実施した。ワークショ
ップの講師は筆者が務めた。本ワークショップでは、プログラムの導⼊として、震災についての興
味関⼼を⾼め、問題意識を持つことを⽬的とした。 










図 2：Google Classroom での教材配信イメージ 
様式６ 
申請先学部	 追加枠	 採択番号	 No.1	 	 	  
■ ⾃習課題 2 








■ ワークショップ 2 



















間 30 分間でグループごとに模造紙 1枚にまとめ、各グループ 3 分間で発表を⾏った。 
グループの発表後、⽣徒のリフレクションを促すことを⽬的に、それぞれがプログラムを通して
図 3・図 4・図 5：タブレットを活⽤したグループワークの様⼦ 
図 6・図 7・図 8：VR 映像体験の様⼦ 
様式６ 







■ Video1・Video2・Video3（オリエンテーション・⾃習課題 1・⾃習課題 2） 
主にスライドと⾳声でプログラムの内容を解説する映像を Adobe Premiere Pro・Adobe Illustrator
を使⽤して制作した。制作した映像は Google Classroom経由で配信した。 
■ ワークシート 1（⾃習課題 1） 
Google ドキュメントのファイルを Google Classroom 経由で配信し、各⽣徒が編集するようにし
た。「⾃分の震災の記憶」と「伝承することの意味」について、それぞれ⾃由記述欄を設けた。 
■ ワークシート 2（⾃習課題 2） 




⾃習課題 1・2 で⽤いたワークシート 1・2 は、⾃宅での学習を前提としているため、PCやスマー
トフォンだけで取り組めるよう、Google Classroom 上で完結する設計とした。それぞれ配信された
ファイルを⽣徒が直接編集し、そのまま講師側に共有（提出）できるようになっている。 
図 12・図 13・図 14：Video1〜3 のスクリーンショット 
図 15：ワークシート 1 / 図 16：ワークシート 2 
図 9・図 10：発表準備の様⼦ / 図 11：発表の様⼦ 
様式６ 
申請先学部	 追加枠	 採択番号	 No.1	 	 	  
■ ⾃習課題 2 ⽤資料 
宮城県南三陸町・気仙沼市、岩⼿県陸前⾼⽥市・宮古市⽥⽼地区の 4 地域について、それぞれ 5分
程度のオリジナル映像と、画像・新聞記事・ウェブサイトの URL を Google Classroom 経由で配信
した。オリジナル映像は、実地調査時にビデオカメラ（SONY HDR-CX680）や超広⾓ウェアラブル
カメラ（Insta360 ONE R）を使⽤して撮影した映像、ミラーレスカメラ（Nikon 1 J5）・スマートフ
ォン（iPhone 8）を使⽤して撮影した画像を組み合わせ、Adobe Premiere Pro を⽤いて制作した。







VR映像の体験は、市販のスマートフォン（HUAWEI P30 lite）とスマートフォン⽤ VRゴーグル
（エレコム VRゴーグル）を組み合わせた機器を各グループに 1台ずつ⽤意して実施した。VR映像




うに、スマートフォンと 3千円程度の VRゴーグルさえあれば簡単に VR映像の体験環境を構築する
ことができるため、様々な場⾯で活⽤することのできる映像教材となっている。 
■ グループワークシート（ワークショップ 2） 
図 17・図 18・図 19：⾃習課題 2 ⽤資料のオリジナル映像のスクリーンショット 
図 22・図 23・図 24：VR 映像のスクリーンショット 
図 20：VR 表⽰にしたスマートフォンのスクリーンショット / 図 21：スマートフォンをセットした VR ゴーグル 
様式６ 
申請先学部	 追加枠	 採択番号	 No.1	 	 	  
⾃習課題 2 でそれぞれが調べてきた 4 地域の内容を⽐較するためのワークシートと、新たな伝承の
形態を考えるためのワークシートをそれぞれ A3サイズでグループごとに 1枚ずつ⽤意した。ワーク
シートの制作には、Adobe Illustratorを使⽤した。 





































図 25：グループワークシート / 図 26：個⼈ワークシート / 図 27：ふりかえりワークシート 
様式６ 
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